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当分科会でご議論いただく必要がある事項については、大きく分けて次の２点が考
えられる。

１．診療報酬での対応（財源配分・配点方法等）

(1) 平成31年10月の消費税引上げに向けて、診療報酬での対応について、平成26年時の対

応やその後の状況を踏まえながら、どのように財源の配分を行い、どのように配点を行う

か等について、議論いただく必要がある。

(2) スケジュールとしては

① 平成30年12月までに、税制改正大綱に基づき医療に係る消費税のあり方について検討

が行われるとともに、平成31年度予算編成において診療報酬の改定率が決定される。

それにあわせ、診療報酬での対応の基本的な考え方について議論を行っていただいては

どうか。

② 改定率決定後、改定率と基本的な考え方を踏まえながら、具体的な財源配分と配点方法

等の議論を行っていただいてはどうか。

２．各種調査の実施検討

平成30年度のなるべく早い時期までに、医療経済実態調査、薬価・特定保険医療材料価格

調査、設備投資状況調査について実施の要否をご議論いただき、平成30年度に必要な調査を

行い、１．の検討の材料としてはどうか。



今後のスケジュールのイメージ
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年月 １．診療報酬での対応（財源配分・配点方法等） ２．各種調査

18.3   過去の振り返り、今後の進め方確認
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18.9

18.10

18.11

18.12   【11-12月】調査結果報告

19.1

19.2

19.3   ※実施を検討する調査

19.4      医療経済実態調査

19.5      薬価・特材調査

19.6      設備投資状況調査

19.7

19.8

19.9

19.10

  【4-12月】

  基本的考え方の議論

 

  【1月以降】

  具体的な財源配分・配点方法等の議論

  調査の実施要否の検討

  調査案検討

  【4-11月】

   調査実務

税制大綱・改定率決定

消費税引上げ



4

診療報酬対応 医科 診療所  初診料

 再診料

歯科  有床診療所入院基本料

病院  初診料

調剤  再診料

 一般病棟入院基本料

 療養病棟入院基本料

 結核病棟入院基本料

 精神病棟入院基本料

 特定機能病院入院基本料

・

・

・

①医科・歯科・調剤各科間の財源配分

②病診間の財源配分

③初再診料と入院基本料間の財源配分・配点

④各入院基本料毎の財源配分・配点

①

②

③

④

診療報酬での本体財源配分・配点のイメージ



取得すべき
データ

課税経費率

※今回提出

補てん状況

※次回以降
提出予定

薬価
特材価格

必要な調査等 現在の状況

医療経済
実態調査

2年に１回実施。直近は平成
29年度（平成27･28年度の
データを把握）。

ＮＤＢ取得 平成28年度のデータ取得申
請済。

薬価調査
特材価格調査

2年に1回実施。直近は平成
29年度（平成28年度のデー
タを把握）。

今後の論点

平成29年度の結果を活用す
ることについてどう考える
か。

直近の実勢価把握のため、
平成30年度中に調査を実施
してはどうか。また、どの
ように行うべきか。

・・・

・・・

・・・

設備投資
状況

設備投資
調査

平成25年度に実施（平成20-
24年度のデータを取得）。

実施の要否についてどう考
えるか。・・・

【報酬改定の実施及び検証に必要なもの】

【報酬改定に必ずしも必要ではないもの】

平成31年に向けて必要なデータと調査について
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